
受審審査名称を記入。
（補足－２） 

支部登録はＡ、学校の弓道部所属はＢを選択。（補足－３） 

年月を必ず記
入 
特に入門年月 

（補足－５） 

支部長又は学校弓道部顧問の署名捺印（補足ー７） 

県内審査では記入不要 

上記の受審する審査種別を記入 

（補足ー８） 

間違いのない様確
認して記入のこと
（補足ー１０） 

 審査申込書記入要領（県内審査用） 

（補足ー１） 

（補足－４） 

（補足－６） 

（注）補足は次ページ参照 

（補足ー１１） 

（補足ー１１） 

（補足ー１１） 

赤字で記入のこと。立射は申請書を添
付のこと（補足ー９） 

必ず記入 



記入要領補足

補足－１

補足－２

補足ー３

補足－４

補足－５

補足ー６

補足ー７

補足ー８

補足－９

補足ー１０

補足－１１

注意

記入漏れ、記入間違いが多いので、必ず確認の上記入のこと。

受審に関して通常と異なる要求事項がある場合は、ここに朱筆で記入すること。記入しきれな
い場合は、枠外空欄にわかる様に記入すること。　　特に、立射が必要な場合は、朱筆で立射
と記入し,「立射による受審申請書」を添付すること。（医師による診断書は必要としない）

印鑑の押し忘れが多いので、必要な箇所は必ず押印をすること。

以上の要領に従い記入の上、記入漏れ･記入間違いのない事を確認してから提出すること。

初めて審査を受ける人（段級のない人）、及び２級以下の級位の人は、無指定を選択すること。

１級を持っている人は、初段を受審すること。

第１回（松阪）のように、その年の何回目かと審査場所を記入する（年度は認許年月日でわか
るので記入不要）県外の審査で認許された場合は、その実施場所・審査名を記入する。

各支部での登録者は　Ａ　一般　を選択するが、高校生以下の場合には、Ａを○で囲んだ上Ｂ
欄に現在通っている学校名と学年を記入する。

年度の変わり目等で、審査日の学年が不明確な場合は、審査日に見込まれる学年を記入す
る。
入学予定で、学校が決まっていない場合は、「高校入学予定」等の記入をする。

弓道を始めた時期（年月）を必ず記入する。

最初に指導を受けた先生を　（　　）師範の欄に書く。学校の部活で指導の先生が見えず、先
輩、上級生等の指導で始めた場合は、括弧内に「部活で開始」と記入すればよい。

太枠外のため、記入を忘れやすいので注意。必ず記入すること。

県内審査なので、　第１回（松阪）　のように、本年度の何回目かと実施場所を記入する。

入門のところは、一般は始めたときの教室名、場所名等を記入、学生は現在所属の弓道部と
同じであれば記入不要。違う場合は、学校名等を記入する。

現在（　　）・・・は変更がなければ記入不要。変わっていれば現在の状況を記入する。

過去３年間に参加した講習会について主なものを記入する。「一貫指導」「みえのスポーツ強
化」「ジュニア育成」のような期間が長く、回数の多い講習会は半数以上参加したものに限り記
入する。対象となる参加した講習会とは、県連主催レベル以上だけではなく、支部・学校等の
団体で、称号者の講師により実施された講習会も含むものとする（県内審査の申込みの場
合）。

三弓連主催以上の大会（全国大会、東海連合の大会等）で賞状を頂いた者はその主なものを
記入のこと。　共催大会（各地区主催の大会等）は対象外。※例えば伊勢・四日市・亀山・伊
賀・椿大社奉納・名張・津・青年大会など。


